
C

12→ 3月 で12兆円拡大
押
し
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

企
業
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
か
ら
の
需
要
急
増
や

供
給
網
混
乱
を
受
け
、
在
庫

を
積
み
上
げ
て
き
た
。
だ
が

イ
ン
フ
レ
が
急
速
に
進
み
、

景
気
の
減
速
懸
念
が
強
ま

っ

て
い
る
。
す
で
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の
需
要

が
伸
び
悩
み
、
電
機
な
ど
が

影
響
を
受
け
始
め
て
い
る
。

製
造
業
の
２２
年
１
～
３
月
期

の
売
上
高
は
２‐
年
１０
～
１２
月

期
比
で
３
％
減

っ
た
。

世
界
の
上
場
製
造
業
２
３

４
９
社
を
対
象
に
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ

Ｋ

・
フ
ァ
ク
ト
セ
ッ
ト
の
デ

´
雄

―
夕
を
集
計
し
た
。
在
庫
の

２‐
年
１２
月
末
と
比
べ
た
増
加

率
は
５

ｏ
５
％
と
な
り
、
米

中
貿
易
摩
擦
が
警
戒
さ
れ
た

‐８
年
３
月
末
以
来

（
６

ｏ
ｌ

％
）
の
高
水
準
と
な

っ
た
。

在
庫
に
は
過
剰
感
が
出
て

い
る
。
在
庫
が
何
日
で
入
れ

替
わ

っ
た
か
を
示
す

「
在
庫

回
転
日
数
」
は
四
半
期
ベ
ー

ス
で
８‐

。
１
日
と
、

２‐
年
１０

～
‐２
月
期
よ
り
も
３

ｏ
６
日

延
び
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
幅

減
収
と
な

っ
た
２０
年
１
～
３

月
期
、
同
４
～
６
月
期
、
同

７
～
９
月
期
を
除
け
ば
、
過

去
１０
年
で
最
長
と
な
る
。

陽
３
．
０
　
２
．
８
　
２
．
６
　
２
．
４

兆業
種
別
で
み
る
と
、
在
庫

は
製
造
業
１２
業
種
す
べ
て
で

増
え
た
。
昨
年
１２
月
末
と
比

べ
た
増
加
額
の
う
ち
電
機
、

自
動
車
、
機
械
の
３
業
種
で

全
体
の
６‐
％
を
占
め
た
。
最

も
増
加
し
た
の
が
電
機
で
、

約
４
５
７
０
億

′レ
ド
と
２
６
７

億

′レ
ド

（６
％
）
増
え
た
。

在
庫
が
米
ド
ル
ベ
ー
ス
で

最
も
増
え
た
の
は
韓
国
サ
ム

ス
ン
電
子
だ
。
約
４４
億

′レ
ド
（
１３

％
）
増
の
約
３
９
２
億

，レ
ド
だ

っ
た
。

１
～
３
月
期
の
売
上

高
は
前
四
半
期
と
ほ
ぼ
同
水

準
。
供
給
網
混
乱
の
影
響
で

原
材
料
を
積
み
増
し
た
。

台
湾
パ
ソ
コ
ン
大
手
の
華

碩
電
脳

（
エ
イ
ス
ー
ス
）
は

売
上
高
が
９
％
減

っ
た

一

方
、
在
庫
は
１８
％
増
え
た
。

電
子
部
品
の
調
達
を
増
や
し

た
ほ
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

の
余
波
で
欧
州
で
の
売
上
高

が
鈍

っ
た
た
め
完
成
品
在
庫

も
増
え
た
。

「
し
ば
ら
く
は

現
在
の
在
庫
水
準
を
維
持
す

る
」

（
ニ
ッ
ク

・
ウ
ー
最
高

財
務
責
任
者
＝
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）

自
動
車
は
在
庫
が
約
１
４

８
億

′レ
ド

（
６
％
）
増
の
約
２

７
３
０
億

ソレ
ド
と
な

っ
た
。
米

フ
ォ
ー
ド

・
モ
ー
タ
ト
は
売

上
高
が
８
％
減
る
な
か
在
庫

は
２‐
％
増
の
約
１
４
６
億

′レ
ド

と
過
去
２５
年
で
最
大
に
な

っ

た
。
部
品
の
取
り
付
け
が
終

わ

っ
て
い
な
い
車
両
が
５
万

３
０
０
０
台
に
上
り
完
成
品

在
庫
が
３６
％
増
え
た
。
ジ

ョ

ン
・
口
■
ラ
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｏ
は
「
キ

ャ
ッ
シ

ュ
の
面
で
打
撃
に
な

っ
て
い
る
」
と
話
す
。

独
メ
ル
セ
デ
ス

・
ベ
ン
ツ

は
在
庫
が
９
％
増
え
た
。
重

要
部
品
が
足
り
ず
仕
掛
か
り

品
が
増
え
た
ほ
か
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
な
ど
で
製
品
出
荷

が
滞

っ
た
。

な
フ
ル
ド

・
ウ

ィ
ル

ヘ
ル
ム
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

「
地

政
学
的
な
制
約
に
つ
い
て
は

予
測
で
き
な
い
」
と
語
る
。

製
造
業

´
の
景
況
感
は
悪
化

し
て
い
る
。
米
国

・
ユ
ー
ロ

圏
の
購
買
担
当
者
景
気
指
数

（
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）
の
６
月
の
速
報

値
は
景
気
判
断
の
節
目
と
な

る
５０
に
近
づ
い
た
。
中
国
も

都
朝
』

つ で
調
「
月
連
続
で
５〇

一

―

′

タ
ノ9

景気下押しリスタも
世界の製造業で

在庫増加ペースが加速

2.2

2.0

1.8

1.6

1,5

鮭)10年前まで日まど称剛

％
世
界
の
製
造
業
、在
庫
急
増

世
界
の
製
造
業
の
在
庫
が

急
増
し
て
い
る
。
主
要
約
２

３
０
０
社
の
３
月
末
の
在
庫

は
２
０
２
１
年
１２
月
末
比
約

９
７
０
億

′レ
ド

（約
１２
兆
円
）

増
の
１
兆
８
６
９
６
億

′レ
ド
と

な
り
、
増
加
額
、
絶
対
額
と

も
過
去
１０
年
で
最
大
と
な

っ

た
。
原
材
料
を
積
み
上
げ
た

り
供
給
網
混
乱
な
ど
で
製
品

を
出
荷
で
き
な
か

っ
た
り
し

た
の
が
響
い
た
。
足
元
で

一

部
製
品
の
需
要
が
減
速
し
て

お
り
、
過
剰
在
庫
と
な
る
恐

れ
が
出
て
い
る
。
企
業
が
在

庫
調
整
に
転
じ
れ
ば
生
産
活

動
を
停
滞
さ
せ
、
景
気
を
下

1,4
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債
務
依
存
の
成
長
ハ転
機
ず

世
界
の
債
券
価
値
が
急
減
し
て
い
る
。
今
年
１
～
６
月
の
減
少
額
は
１７
兆

′レ
ド

（約
２
３
０
０
兆
円
）
と
、
６
カ
月

の
期
間
で
は
遡
れ
る
１
９
９
０
年
以
降
で
最
大
と
な

っ
た
。
各
国
の
金
融
引
き
締
め
で
債
券
利
回
り
が
急
上
昇
し
、

利
回
り
と
反
対
に
動
く
価
格
は
急
落
し
た
。
債
券
市
場
が
収
縮
し
、
債
務
に
依
存
し
て
き
た
世
界
経
済
が
曲
が
り
角

に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
下
落
が
続
け
ば
、
国
債
を
多
く
持
つ
金
融
機
関
の
経
営
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。

南
欧
な
ど
財
政
リ
ス
ク

肇一峰わい「中榊中一』一いいに̈̈
増一””』一
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新興国の銀行は国債の下落が重荷

～
(出所)IMF、 銀行の資産に占める

自国国債の割合

2005～ 09年 10～ 1415～ 19  20

2015年 16

（６
％
下
落
）
な
ど
を
上
回

っ
た
。
国
際
決
済
銀
行

（Ｂ

Ｉ
Ｓ
）
が
集
計
す
る
債
券
残

一高
か
ら
推
計
す
る
と
２‐
年
末

に
１
４
２
兆

′レ
ド
程
度
だ

っ
た

債
券
価
値
は
６
月
末
に
１
２

５
兆

フレ
ド
程
度
に
減
少
し
た
。

米
バ
ン
ク

・
オ
ブ

・
ア
メ

リ
カ
に
よ
る
と
、
国
債
に
限

れ
ば
１
８
６
５
年
以
降
で
最

大
の
下
落
ペ
ー
ス
だ
。
債
券

を
保
有
す
る
金
融
機
関
や
運

用
会
社
に
広
く
損
失
が
発
生

し
、
投
資
意
欲
が
大
幅
に
低

下
し
て
い
る
。
銀
行
は
利
上

げ
に
伴

っ
て
融
資
す
る
金
利

を
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
保

有
債
券
で
損
失
処
理
を
迫
ら

れ
運
用
で
苦
戦
し
て
い
る
。

国
債
で
は
財
政
に
懸
念
を

抱
え
る
南
欧
諸
国
の
国
債
利

一

可の
銀
行
の
信
用
格
付
け
は
引

き
下
げ
が
相
次
ぐ
。

１
９
９
８
年
の
ロ
シ
ア
や

２
０
０
１
～
０２
年
の
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
で
は
、
自
己
資
本
が

目
減
り
し
た
銀
行
が
貸
し
渋

り
、
景
気
に
悪
影
響
を
も
た

ら
し
た
経
緯
が
あ
る
。

欧
州
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
で
発
行
し
た
国

債
を
銀
行
が
保
有
し
、

イ
タ

リ
ア
で
は
銀
行
資
産
に
占
め

る
自
国
国
債
の
比
率
が
１２
％

程
度
と
１９
年
の
１０
％
程
度
か

回
り
が
上
昇
し
て
い
る
。

イ

タ
リ
ア
政
府
が
６
月
末
に
発

行
し
た
１０
年
債
の
落
札
利
回

り
は
３

ｏ
４７
％
と
８
年
ぶ
り

の
高
水
準
と
な

っ
た
。

「
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
高
で
家
計

を
支
援
す
る
た
め
の
財
政
出

動
圧
力
が
高
ま
り
、
南
欧
や

新
興
国
の
財
政
が
行
き
詰
ま

一る
リ
ス
ク
が
意
識
さ
れ
て
い

る
」

（
み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
大
田
智

之
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）

社
債
で
は
、
格
付
け
の
低

い
企
業
に
高
い

「
上
乗
せ
金

利
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ

ノ
の
英
８
８
８
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
が
買
収
資
金
の
た
め

に
発
行
し
た
社
債
で
は
、

引

き
受
け
た
投
資
銀
行
が
Ｈ
％

超
と
高
い
利
回
り
を
提
示
し

て
も
投
資
家
の
需
要
は
鈍
か

っ
た
。
米
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

通
信
に
よ
る
と
、

２２
年
１
～

６
月
に
世
界
で
７０
件
以
上
の

社
債
発
行
の
案
件
が
延
期
や

中
止
に
な

っ
た
。

２‐
年
年
間

の
３７
件
の
２
倍
近
い
。

新
興
国
で
は
金
融
シ
ス
テ

ム
ヘ
の
不
安
が
く
す
ぶ
る
。

新
興
国
政
府
は
国
債
の
買
い

手
と
し
て
自
国
の
銀
行
に
依

存
す
る
傾
向
が
強
く
、
自
国

国
債
の
価
格
が
下
落
す
る
と

銀
行
の
自
己
資
本
が
減
少
す

る

「
破
滅
の
ル
ー
プ
」

（国

際
通
貨
基
金
＝
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が

警
戒
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
分
析
で
は
、
銀
行
の
総
資

産
に
占
め
る
国
債
の
比
率
は

２‐
年
に
１７

・
２
％
と
、
２
０

１
０
～
‐４
年
の
１２

ｏ
７
％
か

ら
上
昇
し
て
い
る
。
新
興
国卜

ヽ

ら
高
ま

っ
た
。
欧
州
中
央
銀

行

（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
は

「
パ
ン
デ

ミ

ッ
ク
で
国
債
と
銀
行
の
関

係

へ
の
不
安
が
再
び
高
ま

っ

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

国
際
金
融
協
会
（
Ｉ
Ｉ
Ｆ
）

に
よ
る
と
新
興
国
を
含
め
た

世
界
の
債
務
残
高
は
３
０
０

兆

′レ
ド
を
突
破
し
、
こ
の
２０
年

あ
ま
り
で
約
３

ｏ
５
倍
に
な

っ
た
。
同
期
間
の
国
内
総
生

産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
伸
び

（約

２

ｏ
５
倍
）
を
上
回
る
。

世
界
の
債
券
利
回
り
が
平

均
１
％
上
昇
す
れ
ば
、
借
り

換
え
な
ど
を
通
じ
長
期
に
は

１

。
２５
兆

′レ
ド
の
利
払
い
負
担

の
増
加
と
な
る
。
低
金
利
の

環
境
下
で
債
務
に
頼

っ
て
成

長
を
底
上
げ
し
て
き
た
が
、

そ

の
前
提
は
揺

ら
い
で
い

る
。

■だ 7//′
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株
式
市
場
関
係
者
の
間
で

最
近
、
岸
田
文
雄
政
権
の
「
資

産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
」
を
め

ぐ
る
、
あ
る
う
わ
さ
が
出
回

っ
て
い
る
。
日
銀
が
保
有
す

る
Ｅ
Ｔ
Ｆ
（上
場
投
資
信
託
）

を
国
民
に
無
償
で
分
配
す
る

こ
と
を
、
現
政
権
が
画
策
し

て
い
る
の
で
は
と
い
う
内
容

だ
。　
一
見
、
日
銀
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の

出
日
問
題
と

「貯
蓄
か
ら
投

資

へ
」
と
い
う
２
つ
の
課
題
・

を

一
挙
に
解
決
す
る
か
の
よ

う
に
み
え
る
こ
の
案
。
落
と

し
穴
は
な
い
の
か
。

市
場
参
加
者
の
間
に
こ
の

話
が
出
回
り
始
め
た
の
は
１

カ
月
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
。

「
海
外
か
ら
を
含
め
複
数

の
問
い
合
わ
せ
が
き
て
い
る

が
、
本
当
に
そ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
？
」
。
外
資
系

証
券
の
日
本
株
営
業
担
当
者

は
首
を
か
し
げ
て
い
た
。

６
月
７
日
に
閣
議
決
定
し

た

「
骨
大
方
針
」
に

「
国
民

の
預
貯
金
を
資
産
運
用
に
誘

導
す
る
新
た
な
仕
組
み
の
創

設
」
と
盛
り
込
ん
だ
の
が
き

っ
か
け
だ
。
年
末
に
出
る
「
資

産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
」
の
目

玉
と
し
て
、
日
銀
Ｅ
Ｔ
Ｆ
分

配
案
を
本
気
で
検
討
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
連

想
が
広
が

っ
て
い
る
。

無
償
配
布
案
が
取
り
沙
汰

さ
れ
る
の
は
、
日
銀
保
有
の

Ｅ
Ｔ
Ｆ
が
膨
大
な
含
み
益
を

抱
え
て
い
る
か
ら
だ
。

６
月
末
の
日
銀
の
買
い
入

れ
累
計
額
は
簿
価
の
３６
兆
８

７
４
５
億
円
に
対
し
、
時
価

は
４９
兆
４
７
２
４
億
円
。
合

み
益
は
差
し
引
き
１２
兆
５
９

７
９
億
円

に
膨

ら
ん

で
い

る
。
国
民
１
人
当
た
り
だ
と

時
価
で
約
３９
万
円
、
簿
価
で

約
２９
万
円
に
な
る
計
算
だ
。

日
銀
に
眠
る

「
埋
蔵
金
」

を
掘
り
起
こ
し
、

「
貯
蓄
か

ら
投
資

へ
」
と
い
う
長
年
達

成
で
き
な
か

っ
た
政
策
に
活

用
し
よ
う
と
政
治
家
た
ち
が

考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
と

市
場
は
み
て
い
る
¨

こ
の
案
の
実
現
可
能
性
は

極
め
て
低
い
だ
ろ
う
。

「
国
民
全
員
の
証
券
口
座

を
開
け
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

能
力
が
証
券
業
界
に
決
定
的

に
不
足
し
て
い
る
な
ど
、
実

務
上
の
問
題
が
山
積
し
て
い

る
」
。
大
手
証
券
の
首
脳
は

こ
う
指
摘
す
る
。

「
最
大
の

問
題
は
自
己
責
任
原
則
と
い

っ
た
投
資

へ
の
理
解
が
国
民

に
浸
透
し
て
い
な
い
中
で
日

銀
Ｅ
Ｔ
Ｆ
を
無
償
で
配
布
す

れ
ば
、
株
式
市
場
が
壊
れ
る

結
果
に
な
り
か
ね
な
い
」

無
償
で
手
に
入
れ
た
Ｅ
Ｔ

Ｆ
は
合
み
益
が
残

っ
て
い
る

間
は
売
り
が
上
ま
ら
ず
、
価

格
が
ゼ

ロ
に
な
る
ま
で
現
金

を
手
に
入
れ
た
い
人
の
売
り

が
つ
づ
く
は
ず
だ
。
長
期
保

有
し
よ
う
と
思

っ
た
人
も
合

み
損
が
膨
ら
み
、
売
ら
ぎ
る

を
え
な
く
な
る
。
無
償
配
布

は
市
場
の
崩
壊
を
招
く

「
最

悪
の
出
口
策
」
で
あ
る
。

「
日
銀
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
所
有
を

個
人
に
移
す
の
は
正
し
い
。

た
だ
し
無
償
は
絶
対
に
ダ
メ

で
、
割
引
価
格
の
有
償
で
希

望
者
だ
け

に
売
却

す

べ
き

だ
」
。

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究

所
の
井
出
真
吾
氏
は
い
う
。

売
却
の
際
に
は
含
み
益
が

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
の
原
資
に

な
る
。

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
コ
ス
ト
を
引
い
て
も
１５
～

２０
％
の
割
り
引
き
は
可
能
。

売
却
単
位
を
引
き
下
げ
て
、

一
ロ
ー
０
０
円
か
ら
買
え
る

よ
う
に
す
れ
ば
、
長
期
の
ロ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
も
う
け
て
も

多
く
の
国
民
が
応
募
す
る
の

で
は
な
い
か
」
と
み
る
。

野
村
総
合
研
究
所
の
竹
端

克
利
氏
は

「
『
資
産
所
得
倍

増
プ
ラ
ン
』
に
日
銀
保
有
Ｅ

Ｔ
Ｆ
の
活
用
を
」
と
題
す
る

リ
ポ
ー
ト
を
公
表
。
市
場
に

無
償
配
布
の
思
惑
が
広
が
る

原
因
の
１
つ
に
な

っ
た
。

こ
の
案
は
日
銀
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の

出
口
と
は
い
え
な
い
。

１８
歳

の
新
成
人
に
そ
の
後
１０
年
、

年
５
０
０
０
円
、
計
５
万
円

の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
を
無
償
配
布
す
る

と
い
う
案
だ
が
、
総
額
は
年

６
０
０
億
円
に
す
ぎ
な
い
。

日
銀
Ｅ
Ｔ
Ｆ
を
こ
の
計
画
で

処
分
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
８

０
０
年
以
上
か
か
る
。

「
日
銀
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
処
分
と

い
う
供
給
者
側
の
理
屈
と
、

『
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
』
は
切

り
離
し
て
考
え
る
べ
き
だ
。

少
額
で
も
最
初
の

一
歩
を
踏

み
出
す
有
効
な
き

っ
か
け
づ

く
り
に
な
る
と
考
え
た
」
。

竹
端
氏
は
こ
う
説
明
す
る
。

東
京
海
上
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
平
山
賢

一
氏
は

永
久
に
保
有
す
る
前
提
で
Ｅ

Ｔ
Ｆ
の

「
出
口
」
を
考
え
る

べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。

Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
受
け
皿
と
な
る

「
長
期
成
長
基
金
」
を

つ
く

っ
て
日
銀
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
か
ら
切
り
離
し
、
専
門
人

材
に
よ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
積
極
化
。
配
当
は
研
究

開
発
な
ど
国
の
成
長
投
資
に

あ
て
る
ア
イ
デ
ア
だ
。

い
ず
れ
の
ア
イ
デ
ア
も
か

な
り
練
ら
れ
た
案
だ
。
国
民

へ
の

「
ば
ら
ま
き
」
に
つ
か

え
る
よ
う
な
日
銀
埋
蔵
金
な

ど
存
在
し
な
い
。
岸
田
政
権

は
市
場
の
ア
イ
デ
ア
に
も
耳

を
傾
け
、
長
期
の
国
家
戦
略

と
し
て
日
銀
Ｅ
Ｔ
Ｆ
問
題
に

向
き
合
う
べ
き
だ
ろ
う
。

（編
集
委
員
　
川
崎
健
）

日銀埋蔵金は使えるのか
K物

2011年  13  15  17  19   22
(注 )買い入れ累計額(簿価)と含み益の数字は6月末時点。

ニッセイ基礎研究所調べ

「ETF分配論」に落とし穴

日銀EttFの含み益は12兆円を超えている

月染生イクを/

クランブル
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自
民
党
と
旧
統
二
教
会

が２

関
係
の
清
算
を
強
く
求
め
る

４
月
ク
均

胸
制鮮
屏
覗
が
中処

た
。

２６
日
に
東
京
地
検
特
捜
部
か
ら

劇
籠
畦
た
部
翡
け
鰤
敢
み
な
彼
り
実

C

好ユ%7

一　
安
倍
晋
一≡
墓
目
相
が
銃
撃
さ
れ
死
亡

一し
た
事
件
を
き

っ
か
け
に
、
自
民
党
と

宗
教
団
体

ｏ
世
界
平
和
統

一
家
庭
連
合

（旧
統

一
教
〈
０

と
の
半
世
紀
に
及
ぶ

関
係
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

で″ル″″絨】お師口ヽ
増曜崎燿笏麹鋼い』柚つ．綱知詢時峨

蜀
蔚
鵞
『呻昴
濠̈
礼
鶴
鮮

を日後2

日       |
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全国体関連特許は日本勢が優勢
0 200 400 600 800 100012001400件

パナソニックHD

出光興産

サムスン電子 (韓国)

村田製作所

LG化学 (韓国)

住友電工

富士フイリレム

現代自動車 (韓国)

LGエネルギー
ソリユーション(韓国)

7́/7

(注 )

2000～ 22年3月末
までの世界特許数

(出所)

パテント・リザルト

特
許
数
早
期
実
用
化
が
課
題

電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
向
け
次
世
代
電
池
の
本
命
と
さ
れ
る

「全
固
体
電
池
」

（３
面
き

ょ
う
の
こ
と
ば
）
の
研

究
開
発
で
日
本
勢
が
先
行
し
て
い
る
。
世
界
の
全
国
体
電
池
関
連
の
特
許
数
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が

２
位
の
３
倍
の
特
許
数
で
首
位
だ

っ
た
。
２
位
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ
）
で
、
上
位
５
社
中

４
社
を
日
本
勢
が
占
め
た
。
た
だ
近
年
は
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
電
子
や
Ｌ
Ｇ
化
学
な
ど
海
外
勢
も
激
し
く
追
い
上
げ
て

お
り
、
日
本
勢
が
実
用
化
で
も
優
位
性
を
保
て
る
か
が
今
後
の
課
題
に
な
る
。

サ
ム
ス
ン
な
ど
韓
国
勢
急
追

全
固
体
は
Ｅ
Ｖ
用
で
主
流

の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
で

は
液
体
の
電
解
質
を
固
体
に

置
き
換
え
た
電
池
だ
。
す
で

に
Ｔ
Ｄ
Ｋ
な
ど
が
小
型
電
池

を
商
用
化
し
た
が
、
車
載
用

は
ま
だ
試
作
段
階
に
あ
る
。

航
続
距
離
を
２
倍
に
延
ば
せ

た
り
、
充
電
時
間
を
３
分
の

１
に
抑
え
た
り
で
き
る
と
さ

れ
る
。
発
火
リ
ス
ク
が
少
な

く
安
全
性
も
高
い
が
課
題
は

コ
ス
ト
だ
。
現
状
で
は

一
般

の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

４
倍
超
と
の
試
算
も
あ
る
。

日
本
経
済
新
聞
が
特
許
調

査
会
社
パ
テ
ン
ト

ｏ
リ
ザ
ル

ト

（東
京

・
文
京
）
と
共
同

で
、
日
米
欧
中
な
ど
１０
カ
国

・
地
域
と
、
世
界
知
的
所
有

権
機
関

（
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
な
ど

２
機
関
に
出
願
さ
れ
た
全
固

体
電
池
関
連
の
特
許
を
調
べ

た
。
２
０
０
０
年
か
ら
２２
年

３
月
末
ま
で
に
公
開
さ
れ
た

特
許
数

の
首
位
は
ト

ヨ
タ

で
、
１
３
３
１
件
だ

っ
た
。

２
位
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ

（
４
４
５
件
）
、
３
位
は
出

光
興
産

（２
７
２
件
）
が
続

き
、
日
本
勢
が
ト

ッ
プ
３
を

独
占
し
た
。
上
位
１０
社
中
６

社
を
日
本
企
業
が
占
め
た
。

首
位
ト
ヨ
タ
は
１
９
９
０

年
代
か
ら
研
究
を
手
掛
け
、

電
池
自
体

の
構
造
か
ら
材

料
、
製
造
工
程
ま
で
幅
広
い

分
野
の
特
許
を
持
つ
。

２０
年

ヾ界
シ

ェ
ア
で
首
位
は
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ
だ

っ
た
。

た
だ

現
地
政
府
が
支
援
す
る
中
韓

勢
の
投
資
攻
勢
に
よ
り
日
本

勢
の
存
在
感
が
低
下
。

２‐
年

に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ
は
３

位
に
後
退
し
た
。

ト
ョ
タ
は
２０
年
代
前
半
に

全
固
体
を
搭
載
し
た

ハ
イ
ブ

リ

ツ
ド
車

（
Ｈ
Ｖ
）
を
発
売

す
る
予
定
で
、
日
産
自
動
車

一

に
全
国
体
電
池
を
搭
載
し
た

試
作
車
も
他
社
に
先
駆
け
て

完
成
さ
せ
た
。
２
位
の
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ
は
”
年
に
ト

ヨ
タ
と
車
載
電
池
の
共
同
出

資
会
社
を
設
立
し
、
全
固
体

の
研
究
開
発
も
共
同
で
進
め

る
。
３
位
の
出
光
は
金
属
系

材
料
な
ど
の
特
許
が
多
い
。

実
用
化
が
迫
る
な
か
海
外

勢
も
追
い
上
げ
る
。
４
位
の

サ
ム
ス
ン
電
子
や
６
位
の
Ｌ

Ｇ
化
学
な
ど
韓
国
勢
は
１６
年

以
降
、
特
許
数
を
大
幅
に
増

や
し
て
い
る
。

１６
～
２０
年
に

ト
ヨ
タ
が
取
得
し
た
特
許
数

は
前
の
５
年
か
ら
約
４
割
増

え
た
が
、
サ
ム
ス
ン
は
同
期

間
に
２
倍
強
、
Ｌ
Ｇ
化
学
は

３
倍
に
な

っ
た
。
韓
国
勢
は

一や
ホ
ン
ダ
も
２０
年
代
後
半
に

全
固
体
を
載
せ
た
Ｅ
Ｖ
の
販

売
を
始
め
る
計
画
だ
。
一
方
、

独
フ
オ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
な

ど
海
外
大
手
も
全
固
体
搭
載

モ
デ
ル
の
投
入
計
画
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
日
本
勢
は
培

っ
た
知
財
基
盤
を
生
か
し

て
、
い
か
に
市
場
開
拓
で
も

海
外
の
競
合
他
社
に
先
行
で

一

き
る
か
が
焦
点
と
な
る
。

電
池
の
長
寿
命
化
な
ど
、
実

用
段
階
で
の
性
能
に
直
結
す

る
特
許
を
多
く
保
有
す
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
が
１
９
９

１
年
に
世
界
で
初
め
て
実
用

化
し
た
。
日
本
勢
は
車
載
電

池
で
も
強
み
を
発
揮
し
、
調

査
会
社

の
テ
ク

ノ
・
シ
ス
テ

ム

・
リ
サ
ー
チ

（
東
京
・
千

代
田
）
に
よ
る
と
１８
年
の
世

や
、

日経 7/7



⑥

日経 7/2ク

水
素
エ
ン
ジ
ン
研
究

υ

ト
ヨ
タ
や
い
す
ゞ
大
型
商
用
車
向
け

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
い
す
ゞ

自
動
車
、
日
野
自
動
車
、
デ

ン
ソ
ー
な
ど
は
８
日
、
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
大
型
商
用
車
向
け

の
水
素
エ
ン
ジ
ン
の
基
礎
研

究
を

は
じ
め
る

と
発
表

し

た
。
エ
ン
ジ
ン
の
脱
炭
素
化

に
向
け
た
選
択
肢
と
し
て
各

社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

商
品
化
の
可
能
性
を
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。

取
り
組
み
は
４
社

の
ほ

か
、
商
用
車
の
技
術
開
発
を

め
ざ
し
て
ト
ヨ
タ
、
ス
ズ
キ
、

い
す
ゞ
、
日
野
、
ダ
イ
ハ
ツ

が
共
同
出
資
す
る
コ
マ
ー
シ

ャ
ル

・
ジ
ャ
パ
ン

・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

ｏ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ズ

（
Ｃ
Ｊ
Ｐ
Ｔ
）
も
加
わ

る
。
ト
ヨ
タ
は
２
０
２
１
年

か
ら
水
素

エ
ン
ジ
ン
を
搭
載

し
た
車
両
で
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
に
参
戦
し
て
い
る
。

ヨ後 7/′

７

ホ
ン
ダ
ジ
ェ
ツ
ト
、４
保
守
拠
点
新
設
ψ

ホ
ン
グ
の
航
空
機
事
業
子
会
社
ホ
ン
ダ
エ
ア
ク
ラ
フ
ト

カ
ン
パ
ニ
ー

（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｉ
）
は
２６
日
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ

ト
機

「
ホ
ン
ダ
ジ

ェ
ツ
ト
」
の
保
守
拠
点
を
米
国
や

マ
レ

ー
シ
ア
な
ど
４
カ
所
に
設
け
た
と
発
表
し
た
。

メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
パ
ー
ツ
交
換
を
す
る
。
保
守
拠
点
は
世
界
で
計
２‐

力
所
と
な

っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
、
英

ボ
ー
ン
マ
ス
、
米
オ
レ
ゴ
ン
州
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
４
カ
所
に
開
設
し
た
。


